
ホタテガイ垂下養殖実態調査E

(平成10年10月)

吉田雅範・小坂善信・木村博聾・工藤敏博・川村 要

養殖ホタテガイ実態調査のうち、春季実態調査に引き続き平成10年10月に行われた秋季実態調査につい

て報告する。

1 養殖貝実態調査

調査内容

(1) 調査期間

平成10年10月26-30日

(2) 調査対象組合

陸奥湾内(平舘~脇野沢)12漁業協同組合及び13支所(連絡所)

(3) 調査対象貝

平成9年産養殖貝及び平成10年産稚貝(養殖用・地まき用分散稚員及び未分散稚貝)

(4) 調査対象者及び調査点数

表1のとおり

表1 調査対象者、調査点数

養殖方法等 延調査対象者(人) 調査点数

9 パールネット 28 (26) 46 (34) 
年 耳吊 18 (24) 29 (40) 
産 丸 篭 12 (14) 20 (23) 
貝 dロh除 計 58 (64) 95 (97) 
10 養殖用分散 64 (60) 82 (66) 
年 地まき用分散 14 (12) 22 (13) 
産 来分散 51 (61) 55 (71) 
貝 L全二 計 129 (133) 159 (150) 

( )内は昨年度

(5) 調査方法

陸奥湾内の全養殖業者の 5%を基準に調査対象者を無作為に抽出し、その調査対象者のホタテガイ

を沖採り(原則として 1対象者当り平成9年産貝2点、平成10年産養殖用稚貝2点の計4点、地まき

用稚員も保有している場合はさらに 2点)する際、連間隔を合わせて実測した。陸揚げされたホタテ

ガイは、 l調査点当り20枚の殻長、全重量、軟体部重量を測定し、異常貝の出現割合は、 1調査点当

り50枚から求め、へい死貝の出現割合は全数から求めた。

調査結果

へい死率及ひo異常貝出現率の推移を図1-2及び表2に、殻長と全重量の推移を図3-4に、幹綱 1m

当たりの収容枚数の推移を図5-6に示した。また平成9年産員(半成貝)の調査結果を表3に、平成10
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年産貝(稚貝)の調査結果を表4"-'6に示した。

(1) へい死率及び異常貝出現率

平成9年産養殖貝全体のへい死率は7.9%と昨年の8.3%に比べ若干低い値ではあった。養殖方法別に見

ると、パールネットと丸篭がそれぞれ9.8%、4.8%と昨年 (8.1%、4.1%)より高く、耳吊りが6.8%、と

昨年(11.0%)より低かった。地域別には、平内町東田沢のパールネットが24.3%、同町清水川のパール

ネットが20.3%と高い値であった。

平成9年産養殖貝全体の異常貝出現率は、 2.2%と昭和60年以降最も低L、値であった。養殖方法別では、

耳吊り、丸篭、パールネットの順に高く、地域別では、平内町小湊のパ ルネットが12.0%、同町東田沢

の耳吊りが10.0%と高い値であった。

平成10年産分散済み稚貝全体のへい死率・異常貝出現率は、 2.5%、0.9%で、昨年(各々2.7%、1.6%)

より低L、値であった。

(2) 成長

平成9年産養殖貝全体の殻長・全重量・軟体部重量は、各々8.5cm・70.8g・22.7gと昨年 (8.7cm・80.5g・

27.4g)を下回っていた。養殖方法別の殻長・全重量・軟体部重量は、耳吊りが9.0cm・84.0g・27.4gと最

も大きく、パールネットが8.4cm・64.9g・20.旬、丸篭が8.0cm・65.0g・22.3gで・あった。丸篭は昨年同様殻

長が最も小さかったものの、全重量及び軟体部重量でパールネットを上回った。

平成10産貝分散済み稚貝全体の殻長・全重量は3.2cm・3.8gで、昨年 (2.7cm・2.3g)より大型であった。

(3) 収容密度

平成9年産養殖貝の収容枚数は、パールネット及び丸篭が 1段当りそれぞれ11.9枚、 12.7枚(昨年13.0枚、

12.2枚)、耳吊りが1連当り145.2枚(昨年142.2枚)となっており、昨年よりパールネットの収容数が減少

した。垂下連の間隔は、パールネットが39.8cm、耳吊りが41.4cm、丸篭が52.0cm(昨年それぞれ36.0cm、38.8

cm、63.4cm)と、昨年に比べパールネットと耳吊りは広くなった。幹綱 1m当たりの収容枚数は、 317.6

枚と昨年 (334.5枚)より減少した。

平成10年産分散済み稚貝全体の収容枚数は、パールネット 1段当たり26.5枚(養殖用16.8枚、地まき用

62.7枚)と昨年 (23.6枚)より増加し、垂下連の間隔は36.1cmと、昨年 (37.0cm)より狭くなっていた。

このため、幹綱 1m当たり収容枚数は666.8枚(養殖用454.7枚、地まき用1，457.6枚)と昨年 (608.5枚)よ

り増加した。

2 養殖数量調査

調査内容

(1) 調査時期

平成10年10月

(2) 調査対象貝

平成9年産養殖貝及び平成10年産稚貝

(3) 調査方法

販売済み数量及び養殖万法別保有数量を全養殖業者から聞き取り調査した(平成10年10月1日現在)。

調査結果

養殖数量調査結果を表7に示した。

10月1日現在の平成9年産貝の販売済数量は、成貝が38，206トン、半成貝が23，084トン、合計61，290ト



ンであった。 保有数量は、パールネットが8，717万枚(昨年同期7，379万枚)、耳吊りが7，545万枚(昨年

同期8，073万枚)、丸篭が3，919万枚(昨年同期2，842万枚)、合計20，181万枚 (18，294万枚)となっており、

昨年度と比較すると耳吊りが減少し、パールネットと丸篭が増加していた。

平成10年産貝の保有数量は、養殖用貝49，290万枚(昨年同期49，107万枚)、地まき用16，695万枚(昨年同

期16，182万枚)、移出用438万枚(昨年同期465万枚)、半成貝用28，381万枚(昨年同期29，238万枚)、合計94，804

万枚(昨年同期94，992万枚)であった。養殖用及び地まき用が若干増加し、半成員用が800万枚以上減少

したため、全体で200万枚程度の減少となった。

3 考察
今年度の調査では半成貝のへい死率が低く、異常艮率も昭和60年以降最も低かった。これは、今年のホ

タテガイ養殖漁場の物理的海洋環境が安定して推移したこと及び養殖作業工程に注意が払われたためであ

ろうと考えられた。

成長を見ると、稚貝の成長が良かったが、半成貝の成長は昨年を下回った。これは、春季の成長の遅れ

が、秋季まで尾をヲ I~ 、たためと考えられる。

幹綱 1m当りの収容枚数は近年増加傾向にあったが、今年は昨年を下回り、改善傾向が認められた。む

つ湾漁業振興会が提唱している 11段でl枚減らす運動」を今後も継続して推進する必要がある。

販売数量は年々増加しており、内訳を見ると成貝が増加し、半成貝が減少していた。むつ湾漁業振興会

が機関決定し、各漁協、漁業者が取組んでいる大型貝づくりが着実に進められていることが伺われる。
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図 1 へい死率及び異常貝出現率の推移(平成10年産養殖貝)
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図2 へい死率及び異常貝出現率の推移(分散済み平成9年産稚貝)
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へい死率及び異常員出現率の年度別推移

員の 調査 上磯地区 青森地区 平内地区 上北地区 下北地区 金調平均

種類 年度 へい死 異常員 へい死 異常員 へい死 異常貝 へい死 異常見 へい死 異常貝 へい死 異常頁

平成10年度 6.2 1.8 4. 1 0.8 12.4 2. 1 6.5 3.1 4.4 2.4 7.9 2.2 

平成9年度 4.1 3.1 12.5 3.6 8.2 2.0 11. 4 7.6 5.0 6.2 8.3 4.4 
平成8年度 2.6 1.4 5.0 1.8 4.4 1.2 4.0 3. 3 5.4 6.0 4.1 2.5 
平成7年度 13.1 0.2 16.9 3.3 14.9 2.4 11. 0 2. 8 6.0 9.3 12.8 3.6 
平成6年度 13.6 3.0 33.6 9.6 27.1 4. 7 40.6 18.1 9.8 7.9 26.8 8. 7 
平成5年度 6.4 4.3 21.7 13.7 17.9 10.6 9.0 6.8 0.0 8.4 12.8 9.6 
平成4年度 8.4 4.8 17.5 9.5 16.2 5.3 12.2 8.1 14.6 25.7 15.2 8.5 
平成3年度 3.3 3.5 7.1 4.8 8.2 3.1 3.4 4. 7 1.5 7.6 5.9 4.1 

半 平成2年度 11. 9 25. 1 15.7 17.2 17.8 7.6 26.3 17.5 23.4 14.2 18.8 12.8 
平成元年度 23.3 31. 6 43.9 20.5 37.6 16.8 30.3 21.9 11.0 48.0 36.0 19.5 
昭和63年度 18.0 23.6 14.8 15.7 13.3 8.8 10.4 17.3 6.1 7.4 12.4 12.9 

成 昭和62年度 6.1 7.8 21. 2 14.2 23.0 11. 6 8.6 12.7 4.1 12.2 15.4 11.8 
昭和61年度 2.5 4.2 6.0 5.0 8.4 3.0 5.5 2. 7 3.3 4.1 5.4 3. 7 

貝
昭和60年度 12.9 10.4 7.2 8.0 9.5 4.1 5.3 9.9 2.4 4.5 7.9 6.5 
昭和59年度 9.3 9.3 7.7 6. 7 25.9 11. 5 10.2 10.5 5.4 17.6 13.7 11. 5 
昭和58年度 5.0 2.4 20.2 12.1 27.5 11.7 34.3 21. 5 25.8 24.9 25.3 13.5 
昭和57年度 4.2 3.8 30. 7 27.8 7.5 6.0 8.8 8.4 2.8 5.3 9.9 8.3 
昭和56年度 63.4 30.0 55.1 34.4 19.5 12.9 27.0 15.7 47.5 16.9 30.9 15.9 
昭和55年度 15.7 11.4 29.2 16.5 35.4 20.3 17.2 13.6 11. 3 11. 3 25.6 11.8 

昭和“年度 36. 7 17.5 23. 1 8.2 21.0 7.3 20. 7 13.9 18.8 13.8 24.0 10.5 
昭和53年度 91.8 66. 7 56.3 6.8 35.1 4.3 47. 7 16.2 11.7 1.7 38.2 6.0 
昭和52隼ftf 53. 1 41. 0 93.3 73.1 74. 7 42.1 85.8 73.4 80.1 70.4 79.9 52. 7 
平成10年度 1.3 2.3 2.8 1. 1 1.8 1.2 5.1 0.4 1.9 0.5 2.5 0.9 
平成9年度 3.0 3.8 2.6 1.1 4.5 1.9 0.9 0.2 0.6 1.3 2. 7 1.6 
平成8年度 0.3 O. 1 2.8 0.5 6.0 3. 3 3.3 0.9 1.7 2.1 4.1 2.4 
平成7年度 4.0 3.5 5.9 1.7 5.6 3.3 3.0 2. 7 2.2 3.5 5. 7 3.8 

稚 平成6JF皮 9.5 3.6 6.8 1.4 5.4 2.4 8.8 1.4 6.3 2.2 6.5 2.3 
平成5年度 4.4 2.3 1.7 1.8 3. 7 5.0 4.3 2.3 4.3 4.4 3.8 3.6 

貝
平成4年優 2. 7 2.0 2.6 1.2 2.4 1.2 2. 7 1.5 2. 7 2.1 2.6 1.5 
平成3年度 2.5 7.2 3.5 2. 3 1.4 2.2 2.0 5.1 1.8 3.9 2.1 3.8 
平成2年度 8.6 3.4 9.5 4. 7 4.0 4. 7 9.0 17. 7 3.4 4.2 6.4 6.6 

"....、 平成元年度 2.0 4.5 3. 1 1.7 2.5 2. 5 1.2 5.1 2. 8 13.0 2.3 5.1 

分 昭和63年度 3.4 8.9 2.6 13.3 3.2 12.5 4.2 28.2 4.3 30.9 3. 7 20.6 
昭和62年度 15.1 2.5 11.2 4.5 5.9 8. 7 0.7 2.4 2.3 7.1 5.5 6.2 
昭和例年度 7.2 3.4 5.2 5.3 4.0 3‘8 3.2 1.1 15.5 1. 1 8. 8 2.6 

散 昭和60隼度 32. 7 6.4 13.6 3.9 4.5 5.2 1.7 1.5 7.7 1.4 9.8 4.0 
昭和59隼II 1.7 17.2 1.4 8. 2 3.5 2.3 1.2 4.3 6.3 4.4 3.2 5.9 

済
昭和58年度 12.0 7.8 15.9 11. 9 11.2 20. 7 10.3 32.4 5.5 23.2 8.0 22.9 
昭和57年底 6.5 12.4 7.1 24.0 3.2 21. 5 3.1 4. 7 2.9 4.5 4. 3 14.9 
昭和56年度 1.7 3.1 4.7 3.0 1.2 1. 1 2.0 0.4 1. 1 0.6 2.0 1.3 
昭和55年度 2.0 0.4 12.7 0.7 6.5 1.6 7. 7 1.5 8.5 2.3 7.1 1.2 

昭昭和和5543年年度度
18.6 3.2 16.8 4.9 9. 1 8.0 13.1 7.5 9.8 2.4 11. 4 3. 7 
47.0 6.4 16.5 3.2 15.2 1.0 15.8 0.8 18.7 0.0 18.6 1.6 

地区別内訳
平舘・村議・問蟹村田町

後潟・膏森市 平内町 野辺地町・績浜町
川む内つ町市・・脇田野名沢部村

(単位:%) 
表2
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表3-1秋季実態調査結果(平成9年産貝:半成員)
漁協・支所i餐殖用稚 i調査 lへい死率 I異常良率 l般 蔓 I金重量 l軟体部軍量l連関爾 l 収容赦

良区分 l点数 I (%) I (%) I (cm) I (11:) I (11:) I (cm) n枚/段)I (枚/遷)I (枚/冊)
ーパール I 2 I 1. 3 I 4.0 1 9. 1 1 83.5 1 29.3 1 87.5 I 13.7 1 137.0 1 156.6 

平舘村 l耳吊り
弘司t...........
平均 {合計)"1""........2"1・・…-τ:r1…":rol・....…・9:TT"'・.....aa:1f"t........通:.Tt・M・M・-百':Tt""...…i玄'rt・M・-・・1日i:.o"1....・・・156:if
-パール 1 81 8.41 1.31 8.41 61.81-17.61 65.Oul- 12:11148.91229.0 

<<田町 11軍縮り
来患
平鈎 {合計yr......Tl・…・ o:.4""j..........T:rl...........a:.4.l…・"'6i:o'l'…・1.1ITH---BEET-----…12.玄玄i'守γ7
，パt一Jル(.. I 5 I 4. 6 I 1.6 I 8. 5 I “.6 I 19.5 I “.6 I 1吃2.5I 124.6 I 2幻73.2

遜回村 11耳耳吊り
11.1:1. 
!平崎 (合缶yr.......rl...........4:.6""!...........i:"6."j"..........a:.5""!.… 6:4."6'1"・-一…i五Tt"…・・砧::'rt""...・"1玄'5""t・…・'ii証:-6"1・....・・i'ia:・5
lパール 1 4 1 3. 1 1 0.0 1 9.2 1 81.9 1 26.0 r 35.0 1 9.5 1 95.3 1 272. 1 

後渇 1]1:吊り
l 九?管寝E匝; |』平吻 (合計)"1..........4.1....'......:f'i..I...........oω.ρo..I..........irTI.........a'射rir↑"'2髭説直広:'o"十.十「十...……….. 山…….. 山….. 山...渇萄謁諾1.苛.'o百B百『灯:.t↑1......….山.正吉灯1γγr...... 山....9
|レ，パt一Jルし

奥肉 l耳吊り
11.1:鷺.|平淘 (合=軒干有川y汁汁，....山…......... o石引lγγγ"山……….. 山….. 叩……….. 山….. 山….刷山...……….. 山….. 山….. 山...……….. 山….. 山….. 山"1"
lレJパt一ル

泊111 IJI:吊り

膏 l青森

森!週t道

市 l原野i

皇軍...・M・“・・.oI.u....u.....I................n.I...................1
|平均(合計2l_____Q
パール
JI:吊り

~繁;…-…・.. 平均 (合計yl..........o.，..................1..................l.................1.............・-…t..……・…l'"・.._....・'''1………・r.......・.....…r・・・・
パ-}(.. 1 11 6.91 4.01 8.5171.5123.31 鈴.0I 17.5 I 175.0 I 583.3 
耳吊り

丸，".......平士勾勾 (合計)汁i1"…….. 山.. 山......'j.lγ.........6:.9'1'.γr'山…….. 山.. 一....…….. 叩..'4:'o..I....…….. 山....一...a:.s..I..........f
Jパt一ル
耳吊り

|繍平崎 {合軒y，..........o'1'.................l..................I...................I"................t… t・・・ a....・.....t......・-……t............…..t..............…
パール 2 1 4. 8 1 1. 0 1 9. 1 1 鈎.51 29.71 37.51 9.31 74.51 198.7 

野肉 IJI:吊り

I~薫……・・|平均 (合計>1…・ n・・・・・......4:1i'1・・…….i:.o.l.........9:Tl.........go.. 1;.l.......'2II..:ft....・"U釘.. 吉5'什冒"寸:1'"“……….. … .. …...…… .. … .. 一....9':3'1'.. 山…….. 山.. 山n..…"'1河t正ι:'5'什.. 寸n'"町…….. 一.. …'''1'百s砿証正ι.. 
|υ，パt一Jルレ

久栗坂IJI:吊り

25{益軒n 百，..................l.................l.................l..................r.................t..................r.................r................l
パール 1 3 1 5.5 1 2.0 1 8.9 1 84.2 1 27.6 1 35.0 1 12.0 1 108.0 1 326.9 

小計l耳吊り
l再簿~...
一平一塑 (食ityr........:rl"........s:.s.T…・…・:.!:'o'T・....…・a:li'l.......砿
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司v ・・・ .. . 司. ー_.司・a画_..-----司司 、 • .，司，司.. .・田晶-司ー I ..，司・-司.. 
漁協・支所

貝養区殖分用稚 調点査数
へい死率 異常良率 般長 金重量 軟体{告E書)重畳 連関岡町 (収枚容/段数) (収枚容/連数) 1m(量枚級)事費量l (%) (%) (cm) (g) (cm) 

パール
土居 耳吊り

I平森繁均iT合M・…計) .................... ...・・..............-・・・..un.........................・・・・ ー............・・・・ -・................................. .. -・・・・・4・・..........-・・・・..........幽...

パール 8 6.8 1.1 8.5 63.5 19.0 22.4 12.9 102.8 459.2 
茂鴻 耳吊り

l絡事l$.J(合計} 8 6.8 1.1 8.5 63.5 19.0 22.4 12.9 102.8 459.2 
パール 4 9.5 1.0 8.2 5864.0 3 17.0 21. 3 14.1 113.0 531. 8 

平 浦田 ]1:吊り 4 5.8 3.1 9.9 27.7 20.0 146.0 730.0 

急平務均 (合軒) 8 7.7 2.1 9.1 70.2 22.4 20.7 7. 1 129‘5 630.9 
パール 8 24.3 1.9 8.0 56. 7 17.9 28.8 9.5 72.0 250.4 

肉 東田沢 耳吊り 5.3 10.0 9.2 97.5 33.5 20.0 76.0 380.0 

|鳩平淘 (合計) 9 22.2 2.8 8. 1 61.2 19.6 27.8 8.4 72.4 264.8 
パール 4.2 12.0 8. 1 58.0 18.5 40.0 15.0 120.0 ぬ0.0

町 1)、演 ]1:吊り 3 9.8 。.0 9.0 89.3 28.2 36. 7 117.3 320.0 

3平h脅均しr合...借) 4 8.4 3.0 8.8 81. 5 25.8 37.5 3.8 118.0 315.0 I 
パール 2 20.3 2.0 8.0 52.8 16.6 42.5 11. 2 104.0 244.7 I 

清水川 耳吊り 10.4 2.0 9.1 90.0 27.0 35.0 154.0 “0.0 
来平輩均"・(・合・・・計) 4 195..6 2 22.0 0 

7.6 2 
8. 
4691.0 2 1158.，0 S 50.6 5 

42. 
1109..4 2 113244..2 1 ~~~~'g'1 

パール 23 14.4 1.9 8.2 58.7 18.0 26.9 11. 9 94. 7 373.6 
小計 茸吊り 9 7.6 2. 7 9.4 88. 1 28.4 27.2 0.0 129.5 522.2 

平森章均一r合.計) 33 
9.6 ...........224.1 1 78..5 6 

49.0 
2150-.0 8 52010 7 189..2 9 110345..4 2 

268.4 
2.4 66.4 411.0 

，<-)1，.. 

野辺地町 茸吊り 12 6.0 2.5 8.8 78.2 24.4 48.3 151. 5 314.0 

a平f均t-(--合...計) 12 6.0 2.5 8.8 78.2 24.4 48.3 0.0 151. 5 314.0 I 
I~-}I，.. 

横浜町 耳吊り 8 7.2 3.9 9.0 88.2 30.6 46.9 153.3 326.9 I 

県平f均1.・・(・・合…計…) 8 7.2 3.9 9.0 88.2 30.6 46.9 。。 153.3 326.9 
パール

ー 12引
国名卸 耳吊り

義辛司抱tu(-合...計f!=， 2 2 99.E2 2 44.0 0 
7.1 46. 7 

1133.，4 4 5555..0 0 
9.1 

8866..0 0 
7.1 46. 7 9.1 

，(-)1.- 0.0 4.0 8.3 69.3 21.3 45.0 7.3 66.0 
むつ市 耳吊り

|平鳩均 (合計)
7 2.5 1.2 77 .5 5535..3 3 

17.2 
5565..4 0 1143..4 5 114321.-8 3 223581..1 1 

8 2.2 1.6 .6 17.7 
'<-)1し

111肉町 3革吊り

! 綿平l$.J( 合… 計) 8 66..3 3 33.5 5 8.5 77112 2 2299.5 5 4466..3 3 1122..3 3 112222..5 5 226644..9 9 8 8.5 
パール

畠野沢村 耳吊り

I~平龍崎 (合計) 2 
00..5 5 o0-.0 0 99-.0 0 839 9 24.2 2 5517.5 5 99-.0 o ω90.-0 0 115566..5 5 2 83. 24 

，(-)1.- 46 9.8 1.7 8.4 64.9 20.0 39.8 11.9 109.5 311.3 
会湾 茸吊り 29 6.8 2.9 9.0 84.0 27.4 41.4 145.2 382.2 

県|平梶均山(・合…計j=)' 290 5 418 9 22.3 2 88..0 5 6705..0 8 22223 7 45210 9 
12.7 
112232..9 2 ...232127、.a5F6 

12. 1 
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表4秋季実態調査結果(平成10年産員:養殖用稚員)

漁協・支所
I I 区分|調伊卜124翼伊|腎 i守|寺駅獄|思想 I~撚
平館村

蟹田町

益田村

後潟

奥肉

油川

膏 青森

森 造道

市 原則

野肉

久栗坂

小計

土毘

茂浦

平 l浦田

:ト子:
清水川

11、計

野辺地町

横浜町

回名部

むつ市

川肉町

脇野沢村

金湾

1325iil glzil jjjト謝“会討議討議討議jj
2:.i...l........i.........l............i~.H............~~.å..I.............i11............iJ.~..........~~討議|裳H ・1総
務 ~.........l.._...l............i~.H............~~ll 谷|j-j13jj|"lai11総148!
!議 l........l.......l...........t~.i..~............~~.g..1.............i~H............i~.i，↓ ;jjj|" 会討議;討議;
F 課 l.........i........-l-..........tH............ti..1 羽詰l..........~;~.;..I........ 急討議|議
2潟零理;| ; | 14;;詰矧;j訂;外~............~~誌紛;;訓;針| ;誌.i.l...........i~誌剥;JAj討| 2誕刻!引，I...........~芸髭矧jJ訓j討i 暴剥;封l.......l議器! 
2鐸零 .I..........:.........l............~~.;..l............~~.~..I.............~~.:..l...........~~.~..l..........::~お羽;;引;日I...........~.:~.;引l........;.;:~.;..l........~~~お;; ; 
2錦零 "..........1.........1.............1伐叫iトば刈ゐfd:d| :2総刈i没d;d| :2釘叫ttト日d!「fリ且{付!バ1............~.討討J1;i2且| 器~.g..I...........~fï~.~..~ 畿-;1 ・鑓fi 

f 課 .1.........J.........l...........1.i..j.............f~.~..I............. i:ll............tH..........i~.g..I...........d~-i-l........II~~.~..l 議jj
g.;i....I.........J.........l............q~.~..l............~~.~..I.............i~l1............i~1.l..........i~.g..1 制送H.......f.~~ti
「 i;.i...~..........i.........1............i~ll...........t~..1 お l............i~.~..l..........iお I.........~~t~抗議討議;
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l鍔 li12;l;jjijjl;il JgjlGjiijj 
i 課 l........-i-........l............i~.~..l............8~l.I.............i~ll............i.-i..l............ö:.ö..1 剥"設討議jj
i理|;iiJ15li;12lJjiJIS討議;
13零 l.......ll.......l............i~ll............H.. I........... .. t.U............î-i..l............8J.I...........ii~ll 議 l........iit~
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課 l..........:.........l...........:~.:..~............~~.:..I.............;~;.~............;~.;.l-........;:~.;T........:.;~.~.l........:.~:.:..l........;~;~.;
務~.........i-........1............g~.i..~............~~.~..1 設l-...........i~.g..l..........i~.~..I...........U~討議jill議i
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表5秋季実態調査結果(平成10年産貝:地まき用稚貝)

漁協・支所 区分 調査点数 へい死率 異常良率 殻長 金重量 連間隔 収容数 収容数 収容数

(点) (%) (%) (棚) (g) (cm) (枚/段) (枚/逮) (枚1m)
分散済 4 1.3 1. 1 3.8 3.4 46.3 60. 7 606.8 1，312.1 

野辺地町 朱分散 2 28.4 0.9 3.4 4.3 45.0 55.6 556.0 1. 235. 6 
-・4・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・-・・・・8・・・4・・・・・・・・・・・a・・-・・・・・・・・・・・・...........町・・................ ..・・・・・・...........-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -・・・・・・・・.，...........................・.........u..・.... 

全体 6 10.3 1.0 3. 7 3. 7 45.9 59.0 589.9 1，286.6 

分散済 4 4.6 0.0 3.1 3.2 35.0 41.8 417.5 1，192.9 

横浜町 朱分散 2 6.5 0.0 2. 7 2.3 55.0 119.7 1，196.7 
......‘・・・・・・・・E・・・・..... ・・・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・-・・・・.........同岨・・・・・・・・・-・・・・・・・・・..・・・... ー・・・・・...........・・ ...<・・・4・・・・・・・・・・・・B・・・・・t・・ー -・・・ー.......・・・・・..・・・4・・・・..・・・・圃

全体 6 5.2 0.0 3.0 2.9 41.7 67.8 677. 2 

分散済 2 3.5 0.0 2.3 1.6 30.0 82.2 657.4 2，191. 2 

田名部 来分散
-・・・・・・・・・a・・・............・・・・・・・・・・・..............ー・‘・・・ー................."ー-ー・・・・......................... ..・・.....‘・・.......-・・・4・...................‘'・・ .....・...............・・6・・・・・e・・・ -・・・・・・・・・・・・・‘・・・・ー・・・・

全体 2 3. 5 0.0 2.3 1.6 30.0 82.2 657.4 2.191.2 

分散済 4 2.6 O. 7 2.8 2.9 38.8 56.3 512.6 1. 322. 8 

むつ市 朱分散 2 5.2 1.0 2. 7 2.5 45.0 202.5 1，620.0 3，600.0 
...........・・・・・・・・・・・・ -・・・・・・・・・a・・・・・・・・・・・・ー・・................‘・・・...・・・a・e・・・........ ..・・・・・・・・・・・・・・・.. -・・・・・・・・・圃量・・・・・・・・・・・・・・・・ ....司，...・・・・・..................ー.......... ・・...........‘・

全体 6 3.5 0.8 2.8 2.8 40.9 105.0 881.7 2.081. 9 

分散済 8 1.8 0.6 3.0 3.1 37.5 72.5 580.0 1，546.7 

川内町 来分散
.. ・・・・...............・・ー・・a・・.............・・・・・..・・・ー................‘・-・・・・・・・・・・......‘・ -・・..............-・・・ー・・・・・・.................・・・・・e・・・・・E・・・・4・・・ .................. .. ‘........... ................・.. ・・a・・

全体 8 0.4 1.2 2.6 1.8 37.5 61. 3 490.0 1.306.7 

分散済 22 2.5 0.5 3.1 3.0 38.2 62. 7 5印.1 1. 457. 6 

全湾 来分散 6 13.4 0.6 2.9 3.0 48.3 125.9 1. 124. 2 
ー-・・・・..u...................・・・・・........・・・H ....・・・ー-ー......................・4・・・・‘・・・・・ .. ・・・・・・・・・ー・・・・・・・ ...........・・・・・・・・・・・・・........................嗣.n.......

全体 28 4.8 0.6 3.0 3.0 40.4 76.3 673. 1 1叫6.1

表6秋季実態調査結果(平成10年産畏:全体)

漁協・支所 区分 認査点数 へい死率 異常貝率 般長 金重量 連間隔 収容数 収容数 収容数

(点) (%) (%) (cm) (g) (cm) (枚/段) (枚/連) (枚1m)
分散済 82 2.5 1.0 3.3 4.0 35.5 16.8 155.0 454. 7 

養殖用 朱分散 49 3.8 0.9 3.0 3.4 36.3 86.5 827.4 2.480.4 ー・・...................................，・・・.....・-・・...................... a・・・司.......・..........・・a・・...................且 -ー・.............. ・................................・・・....
全体 131 3.0 0.9 3.2 3.7 35.8 42.9 406.5 1.212.4 

分散済 22 2.5 0.5 3.1 3.0 38.2 62. 7 550. 1 1.457.6 

地まき用 朱分散 6 13.4 O. 6 2.9 3.0 48.3 125.9 1.124.2 2.337.1 
-・・・・ー・・・・‘...・・.....・ E・・・・........・・....................‘・・・・司・...... -・・・・・・・・・・・ー・・.... ...............・・・・・ .........・...・・・u.... 冒.....-・・・・・・・・・・・・・・・e・4・・・・・..u....・・・・・・・・・・・・・・・・・......

全体 28 4.8 0.6 3.0 3.0 40.4 76.3 673. 1 1，646. 1 

分散済 104 2.5 0.9 3.2 3.8 36. 1 26.5 238.6 666.8 

会湾 来分散 55 4.9 0.9 3.0 3.3 37.6 90.8 859.8 2.464.8 
....................... ...・・・..................-・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・........."・・・・・・・・・ -・・・・s・・・--...掴・ー・・ .....・・・・・・・a・・.............-・...........・・・・・ーー・・・・・・・・4・...-・・・・・・・・・・・・E・・・・・・ー・・・

全体 159 3.3 0.9 3. 1 3.6 36.6 48.8 453.5 1，288.8 
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平成9・10年産員聾殖数量調査結果(平成10年10月1日現在)

9年産貝 10年産貝

漁協・支所 販売数量 現在保有数量 現在保有数量

経営体数 成貝 半成貝 小宮十 施設長 ノ{-Jレネット 丸篭 耳吊り 小計 施設長 養殖用 地まき用 移出用 半成貝 小言十

(人) (トン) (トン) (トン) (m) (万枚) (万枚) (万枚) (万枚) (m) (万枚) (万枚) (万枚) (万枚) (万枚)

平舘村 60 1，861 2，802 4，663 。102，240 869 2，414 3，283 

蟹田町 71 1，872 2，466 4，338 26，285 372 144 516 89，685 2，492 1，657 4， 149 

蓬田村 53 2， 769 1，861 4，630 158，840 1，304 6 1，310 50， 160 1，409 4，627 6，036 

後潟 47 647 1，260 1，907 88， 700 635 635 29，800 1，479 1，47日

奥内 60 655 2，912 3，567 5，050 246 246 81，700 693 7，395 8，088 

油川 20 1，353 1，530 2，883 38，000 190 190 38，000 360 1，230 1，590 

育 青森 3 230 155 385 。 2， 100 50 470 520 

森 造道 6 166 276 442 300 18 18 5，800 100 568 668 

市 原別 13 280 746 1，026 23，400 。 23，400 1，000 1，000 

野内 25 296 314 610 19，400 316 146 462 19，600 481 384 865 

久栗坂 25 215 958 1，173 10，000 393 77 470 40， 700 605 1，171 1，776 
...・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・ー・ ..............・.....・H・-・・・・・・・..............‘・. ."・・・・・・・・・・・・・・・・・..・ー ‘E・・・・・・・‘・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ '‘・・・.........ー・・.......“・・・・.咽・・・・・・..岨・‘・・".. .............._...・・.... -・・・・・・.................-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・ー.....・・・・・・・・・・・・・・‘・...-・・・・・・・・・・.........ー..，

小宮十 152 3， 195 6，891 10，086 96， 150 1，163 223 。 1，386 211，300 2，289 。 12，218 14，507 

土屋 56 3，522 448 3，970 79，200 320 320 67，500 1，444 110 715 2，269 

茂浦 78 3，857 909 4，766 1l0，OOO 1，239 日 14 1，261 100，200 2，527 2，527 

平 浦回 93 2，468 1，528 3，996 110，600 445 649 1，094 127，200 5，090 186 5，276 

内 東田沢 97 3，424 229 3，653 78，600 1，846 396 214 2，456 170，0由。 3，966 283 4，249 

町 小諸島 187 4，094 828 4，922 452，400 641 25 1，070 1，736 199，200 5，494 777 6，271 

糟水川 152 6，440 982 7，422 279，000 719 921 1，640 105，750 9，264 1，808 11，072 ....・・・・・・・.............-・......................-ー・・・・・・・・色町・・・.・・・・・・・......‘・.‘・・・・・・・・・・・・・...-・・・・・・・..・.............‘司"..‘・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・ー・・ -・・・・・・・・・・・・・・・........-・・・E・・..........制......・......................... -・・..‘ー..・・・・・・4・・・・‘・・・ -・・ー・・・・・・・・・守....‘・・4町・ー・-・唱且・・・・・・ー・4・・...........ー・・・・・・・・....・・司・・・・・・4・・.
小計 663 23，805 4，924 28， 729 1，109，800 5，210 429 2，868 8，507 769，850 27，785 296 3，583 31，664 

野辺地町 108 649 847 1，496 82， 100 145 1，526 1，671 209，300 3，245 4， 171 1， 791 9，207 

横浜町 87 1，087 182 1，269 122，800 3，119 3， 119 255，400 4， 753 2，843 438 466 8，500 

田名部 8 。 900 13 13 4，900 25 371 396 

むつ市 76 989 1，580 2，569 243，200 1， 110 1， 110 207，600 1，279 3，863 658 5，800 

川内町 69 315 263 578 73，000 31 1，768 21 1，820 107，600 2，115 5，025 733 7，873 

脇野沢村 42 1，017 8 1，025 53， 100 2 81 II 94 68，850 1，550 126 234 1，910 

全湾 1. 436 38.206 23，084 61，290 2.054.875 8.717 3，919 7.545 20，181 2，106，685 49.290 16，695 438 28，381 94，804 

百年調査 1，477 35， 137 25，569 60， 706 1，967，160 7，379 2，842 8，073 18，294 2，057，065 49， 107 16， 182 465 29，238 94，992 
(8・9年虚貝)

8年調査 1，585 23，401 36，074 59，475 2，003，220 8，948 3，387 7，298 19，633 1，853，230 51，541 18，355 1，291 24，859 96，046 
(7・自年度貝)

7年稿査 1，625 32，248 25，454 57，702 1，753，810 6，792 3，542 6，617 16，951 2，612，325 41，745 24，950 1，046 34，861 102，602 
(6・7年度貝)

6年調査 1. 625 21，996 26，907 48，903 1，868，765 6， 765 3，528 6，385 16，678 2，013，545 48，258 31，564 688 19，703 100，213 
(5・6年産貝)

5年調査 1，695 21，491 20，513 42，004 6，986 5，747 5，340 18，073 51，733 21，219 242 11，903 85，098 
(4・5年産貝)

4年調査 19，649 21，768 41，417 6，912 4，743 6，449 18， 105 46，450 48，483 1，922 13，424 101，013 
(3・4年度貝)
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